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町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任

　

平
成
25
年
７
月
29
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
た
め
、
同
氏
の
再
任

に
同
意
し
た
。

　
　

幕　

田　
　
　

進

谷
地
字
久
仁
内
25
番
地

昭
和
19
年
12
月
10
日
生

６

定
月

例
会

　

平
成
25
年
第
７
回
定
例
会
は
、
6
月
18
日
か
ら
24
日
ま

で
の
７
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
た
。
提
出
さ
れ
た
議
案

は
条
例
改
正
５
件
、
補
正
予
算
３
件
、
報
告
４
件
、
同
意

１
件
、
工
事
請
負
契
約
１
件
、
意
見
書
提
出
３
件
の
計
17

件
で
、
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
・
同
意
さ
れ
た
。

財
政
支
援
を
26
年
度
末
ま
で
延
長

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
に

対
す
る
町
民
税
、
固
定
資
産
税
及
び

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
に
関
す
る

条
例
改
正

　

原
発
事
故
に
伴
う
国
に
よ
る「
避

難
指
示
等
対
象
地
域
の
被
保
険
者
」

の
平
成
25
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

の
減
免
措
置
に
対
し
、
財
政
支
援
す

る
期
間
を
25
年
度
末
ま
で
延
長
す
る

改
定
。

　

町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
改
正

　

平
成
24
年
度
の
総
所
得
金
額
等
及

び
25
年
度
固
定
資
産
税
が
確
定
し
た

こ
と
に
伴
い
国
民
健
康
保
険
税
の
算

定
に
用
い
る
所
得
割
等
の
按
分
率
及

び
軽
減
額
の
改
正
。

　

町
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会
の

委
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
改
正

　

「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
を「
障
害

者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総

合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
」
に
、

「
町
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会
」を

「
町
障
害
支
援
区
分
認
定
審
査
会
」に

改
正
。

　

町
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
の
給

付
に
関
す
る
条
例
改
正

　

法
律
の
題
名
が「
障
害
者
自
立
支

援
法
」
か
ら「
障
害
者
総
合
支
援
法
」

に
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
改
正
。

26
年
３
月
ま
で
財
政
支
援
を
延
長

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
に

対
す
る
介
護
保
険
料
の
減
免
に
関
す

る
条
例
改
正

　

国
の「
避
難
指
示
等
対
象
地
域
の

被
保
険
者
」
に
対
し
て
保
険
料
減
免

措
置
に
対
す
る
財
政
支
援
を
26
年
３

月
分
ま
で
延
長
す
る
。

農
業
を
守
る
補
正
増

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
5
，
5
5
8
万
５
千
円
を
追
加

し
、
予
算
の
総
額
を
1
4
9
億
7
，

9
4
5
万
７
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

《
歳
入
の
主
な
も
の
》

○

県
支
出
金

1
，
0
9
9
万
８
千
円

○

基
金
繰
入
金　
　
　

1
4
7
万
円

○

繰
越
金　
　
　

7
3
1
万
７
千
円

○

町
債　
　
　
　

3
，
5
8
0
万
円

《
歳
出
の
主
な
も
の
》

○

役
場
庁
舎
耐
震
診
断
業
務
費

2
0
0
万
円

○

あ
ん
ぽ
柿
用
原
料
柿
の
検
査
費

1
5
5
万
７
千
円

○

 

大
豆
放
射
性
物
質
吸
収
抑
制
対
策

費　
　
　
　
　

1
5
4
万
１
千
円

○

農
林
水
産
物
Ｐ
Ｒ
事
業
費

3
3
0
万
円

○

 

半
田
沼
及
び
西
根
堰
測
量
・
調
査

費　
　
　
　
　

2
6
3
万
４
千
円

○

 

映
画「
物
置
の
ピ
ア
ノ
」制
作
協
賛

金　
　
　
　
　
　
　

3
0
0
万
円

○

 

原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
解
決
セ
ン

タ
ー
申
立
経
費　
　
　
　

29
万
円

○

町
債
の
補
償
金
免
除
繰
上
償
還
金

3
，
7
2
3
万
５
千
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（
事
業
勘

定
）補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
9
5
6
万
１
千
円
を
追
加
し
、
予

算
の
総
額
を
15
億
4
，
3
3
6
万
９

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

《
歳　

入
》

○

繰
越
金　

4
，
9
5
6
万
１
千
円

○

国
民
健
康
保
険
税　

▲
４
千
万
円

《
歳
出
の
主
な
も
の
》

○

基
金
積
立
金　
　
　
　

１
千
万
円

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
6
，
7
0
1
万
８
千
円
を
追
加
し
、

予
算
の
総
額
を
３
億
6
，
0
7
9
万

７
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

（
特
定
被
災
地
方
公
共
団
体
借
換
債

に
伴
う
も
の
）

《
歳　

入
》

○

繰
越
金　
　
　
　
　

71
万
８
千
円

○

町
債　
　
　
　

6
，
6
3
0
万
円

《
歳　

出
》

○

公
債
費　

6
，
7
0
1
万
８
千
円

条
例
改
正

補
正
予
算

同
意
案
件

国民健康保険税のあん分率表
医療給付費分 前年度対比 高齢者医療支援金分 前年度対比 介護納付金分 前年度対比

あ

ん

分

率

所　　得　　割 5.79％ △ 0.8％ 1.71％ △ 0.5％ 2.25％ △ 0.32％

資　　産　　割 29.46％ △ 0.89％ 8.65％ △ 1.4％ 13.48％ 0.62％

均等割（被保険者１人あたり） 19,500 円 △ 100 円 5,700 円 △ 600 円 8,600 円 200 円

平　等　割

（１世帯あたり） 18,600 円 △ 400 円 5,400 円 △ 800 円
（１世帯あたり）

5,400 円
100 円（特定世帯） 9,300 円 △ 200 円 2,700 円 △ 400 円

（特定継続世帯） 13,950 円 － 4,050 円 －

軽

減

額

７
割
軽
減

均等割（被保険者１人あたり） 13,650 円 △ 70 円 3,990 円 △ 420 円 6,020 円 220 円

平等割

（１世帯あたり） 13,020 円 △ 280 円 3,780 円 △ 560 円
（１世帯あたり）

3,780 円
70 円（特定世帯） 6,510 円 △ 140 円 1,890 円 △ 280 円

（特定継続世帯） 9,765 円 － 2,835 円 －

５
割
軽
減

均等割（被保険者１人あたり） 9,750 円 △ 50 円 2,850 円 △ 300 円 4,300 円 100 円

平等割

（１世帯あたり） 9,300 円 △ 200 円 2,700 円 △ 400 円
（１世帯あたり）

2,700 円
50 円（特定世帯） 4,650 円 △ 100 円 1,350 円 △ 200 円

（特定継続世帯） 6,975 円 － 2,025 円 －

２
割
軽
減

均等割（被保険者１人あたり） 3,900 円 △ 20 円 1,140 円 △ 120 円 1,720 円 40 円

平等割

（１世帯あたり） 3,720 円 △ 80 円 1,080 円 △ 160 円
（１世帯あたり）

1,080 円
20 円（特定世帯） 1,860 円 △ 40 円 540 円 △ 80 円

（特定継続世帯） 2,790 円 － 810 円 －

醸
小
・
伊
達
崎
小
に
太
陽
光
発
電
を

太
陽
光
発
電
装
置
・
蓄
電
装
置
設
置

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

１
．
契
約
の
目
的

　

 

太
陽
光
発
電
装
置
・
蓄
電
装
置
設

置
工
事

２
．
契
約
金
額　

7
，
8
0
1
万
円

　
　
（
う
ち
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
3
7
1
万
円
）

３
．
契
約
の
方
法

　
　

条
件
付
一
般
競
争
入
札

４
．
契
約
の
相
手
方

　

住
所　

 

福
島
県
福
島
市
丸
子
字
東

前
４

－

１

　

氏
名　

広
栄
電
設
株
式
会
社

　
　
　

代
表
取
締
役　

加
藤　

裕
司

工
事
請
負
契
約
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※
事
故
繰
越
し
と
は

　

予
め
翌
年
度
に
繰
り
越
し
て
使
用
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
性
質
の
も
の
で
は
な

く
、
当
初
に
お
い
て
は
そ
の
年
度
内
に
使

用
し
終
わ
る
計
画
で
契
約
を
行
っ
た
が
、

予
算
執
行
の
過
程
に
お
い
て
、
避
け
難
い

事
故
の
た
め
に
そ
の
年
度
内
に
使
用
を
終

わ
ら
な
い
状
況
と
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
た
め
、
翌
年
度
に
そ
の
経
費
の
金
額
を

繰
り
越
し
て
使
用
で
き
る
制
度
。

伊
達
地
方
衛
生
処
理
組
合
埋
立
地

（
最
終
処
分
地
）候
補
地
の
白
紙
撤
回

の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願
書

〔
請
願
者
〕

　

伊
達
郡
桑
折
町
上
郡
字
五
郎
内
24

　

献
上
桃
の
郷
を
考
え
る
協
議
会

　

代
表
世
話
人　

岡
﨑　

勝
男

〔
審
査
委
員
会
〕

　

産
業
建
設
水
道
常
任
委
員
会

〔
審
査
の
結
果
〕

　

採　

択 請
願
・
陳
情 

審
査
結
果

国
に
対
し
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
事
故
に
よ
り
発
生
し
た
損

害
賠
償
請
求
権
に
つ
き
３
年
の
消
滅

時
効
の
適
用
を
排
除
す
る
立
法
措
置

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

陳
情

〔
陳
情
者
〕

　

福
島
市
山
下
町
４

－

24

　

福
島
弁
護
士
会

　
　
　
　

会
長　

小
池　

達
哉

〔
審
査
委
員
会
〕

　

震
災
復
興
調
査
特
別
委
員
会

〔
審
査
の
結
果
〕

　

採　

択

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る

意
見
書
提
出
の
陳
情

〔
陳
情
者
〕

　

伊
達
郡
桑
折
町
字
東
大
隅
18

　

町
職
員
労
働
組
合

　

執
行
委
員
長　

佐
藤　

克
彦

〔
審
査
委
員
会
〕

　

総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

〔
審
査
の
結
果
〕

　

趣
旨
採
択

※
そ
の
他
の
意
見
書

・ 

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
事
故
に
よ
り
発
生
し
た
損
害
賠

償
請
求
権
に
つ
き
３
年
の
消
滅
時

効
の
適
用
を
排
除
す
る
立
法
措
置

を
求
め
る
意
見
書

・  

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め

る
意
見
書

を
提
出
し
た
。

伊達地方衛生処理組合埋立地（最終処分地）
候補地の白紙撤回を求める意見書

　伊達地方衛生処理組合ごみ処理場の最終処分地は、１市３町のご
みを焼却した灰などを埋め立てているが、現在の埋立地は近い将来、
満杯になるとのことから、拡張についての、地元説明会が開催され
てきた。
　しかし、この地域は、全国有数の桃の産地であり、桃の花が咲き
誇る４月には、一面がピンクのじゅうたんに変わり、まさに桃源郷
と呼ぶに相応しい風景が広がります。平成８年には、皇太子殿下、
同妃殿下が訪れ桃畑を散策されました。また、これを記念した「ピー
チロードを歩こう会」では、遠方より多くの方々が訪れその景観を
楽しまれている。
　さらに、この地で栽培される桃は、糖度が高く高品質であり、皇
室に 19年連続で桃を献上し、「献上桃の郷」として有名となっている。
　ごみ問題は、人が生活していくうえで重要な問題であり、ごみの
焼却施設や最終処分地も、なくてはならない施設であることは理解
できる。ただし、これまで２度の処分地の拡張が行われてきた経緯
があり、このような桃の産地への更なる拡張に対しては容認できる
ものではない。他自治体の施設では、必ずしも焼却施設と最終処分
地が同じ敷地に設置されているとは限らず、当地区以外の住民がこ
の重要なごみ問題を考えることもなく、時が過ぎていくことは納得
できない。
　よって、この美しい桃の郷の将来を考えるため、桑折町以外の構
成市町の方にも真剣にこの問題を考えていただきたく、今回計画さ
れている最終処分地候補地の白紙撤回を求める。
　以上、地方自治法第 99条の規定に基づき、意見書を提出する。

　平成 25年６月 24日

伊達地方衛生処理組合管理者　宛

福島県伊達郡桑折町議会

※
繰
越
明
許
と
は

　

歳
出
予
算
の
経
費
の
う
ち
、
そ
の
性
質

上
又
は
予
算
成
立
後
の
事
由
に
基
づ
き
年

度
内
に
そ
の
支
出
を
終
わ
ら
な
い
見
込
み

の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
予
め
議
会
の

議
決
を
経
て
、
翌
年
度
に
繰
り
越
し
て
使

用
で
き
る
制
度
。

渡
邉　

英
直

岩
﨑　

久
男

佐
藤　

武
朗

斉
藤　
　

謙

斎
藤　

松
夫

羽
根
田　

八
千
代

佐
藤　

榮
三

川
名　

静
子

原　
　

賢
志

平
井　

國
雄

平
井　

光
一

松
山　

善
二

片
平　

秀
雄

半
澤　
　

高

第５回臨時会

議案第 49 号　造成宅地滑動崩落緊急対策工事請負契約について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 50 号　平成 25 年度桑折町一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

承認第１号　専決処分の承認を求めることについて（桑折町税条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

承認第２号　専決処分の承認を求めることについて（桑折町国民健康保険税条例の一部を改正する条
例）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第６回臨時会

議案第 51 号　除染土砂等仮置場（平沢鷹打）設置工事請負契約について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第７回定例会

同意第１号　桑折町固定資産評価審査委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 52 号　東日本大震災による被災者に対する町民税、固定資産税及び国民健康保険税の減免に
関する条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 53 号　桑折町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 54 号　桑折町障害程度区分認定審査会の委員の定数を定める条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 55 号　桑折町重度心身障害者医療費の給付に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 56 号　東日本大震災による被災者に対する介護保険料の減免に関する条例の一部を改正する
条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 57 号　平成 25 年度桑折町一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 58 号　平成 25 年度桑折町国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 59 号　平成 25 年度桑折町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第 60 号　太陽光発電・蓄電装置設置工事請負契約について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発委第４号　伊達地方衛生処理組合埋立地（最終処分地）候補地の白紙撤回の意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発委第５号　東京電力福島第一原子力発電所事故により発生した損害賠償請求権につき３年の消滅時
効の適用を排除する立法措置を求める意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発委第６号　地方財政の充実・強化を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○：賛成　●：反対　　　：討論者

議　案　審　議　結　果　表

議　　員　　名

議　案　項　目

款 事　業　名 支出負担行為額 支出負担行為
予定額 翌年度繰越金

10 災害復旧費 旧伊達郡役所修理事業 62,076,000 円 18,858,000 円 80,934,000 円

合　　　計 62,076,000 円 18,858,000 円 80,934,000 円

　理由

耐震診断及び耐震設計業務中、建造物文化財耐震基準の改正があり、新基準に基づいた耐震診断・設計が
必要となったため、業務期間を延長せざるを得なくなった。

款 事　業　名 金　　額 翌年度繰越金

05 農林水産業費 上郡地区用排水路整備事業 24,150,000 円 13,400,000 円

07 土木費 桑折中央地区都市再生整備計画事業 109,463,000 円 62,566,000 円

07 土木費 桑折地区造成宅地滑動崩落緊急対策事業 192,000,000 円 187,735,000 円

08 消防費 防災情報通信設備整備事業
（Jアラート自動起動装置設置事業） 3,676,000 円 3,676,000 円

08 消防費 放射性物質除染対策事業 4,948,786,000 円 3,085,439,000 円

09 教育費 中央公民館分室整備事業 11,675,000 円 11,675,000 円

10 災害復旧費 桑折町ふれあい公園芝生植栽事業 17,000,000 円 17,000,000 円

合　　　計 5,306,750,000 円 3,381,491,000 円

平成 24年度一般会計繰越明許費

平成 24年度一般会計事故繰越し

意　見　書
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質 問 項 目

農
業
振
興
策
は

　

献
上
桃
の
郷
こ
お
り
を
全
面
に

渡 邉 英 直 議員

問　

本
年
の
農
業
振
興
策
に
つ
い
て

伺
う
。

⑴ 

20
回
目
の
献
上
桃
が
実
施
さ
れ
た

際
の
記
念
事
業
等
の
実
施
を
伺
う
。

⑵ 

今
年
度
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
つ

い
て
伺
う
。

⑶ 

人
・
農
地
プ
ラ
ン
作
成
の
基
本
的

方
針
を
伺
う
。

⑷ 

有
害
鳥
獣
対
策
の
具
体
的
強
化
策

を
伺
う
。

答　

町
長　

⑴
県
産
農
林
水
産
物
Ｐ

Ｒ
事
業
を
活
用
し
、「
献
上
桃
の
郷

こ
お
り
」
を
全
面
に
打
ち
出
し
た
事

業
を
展
開
す
る
。
⑵
８
月
上
旬
に
は
、

本
町
の
桃
を
福
島
県
八
重
洲
観
光
交

流
館
で
販
売
活
動
を
予
定
。
⑶
力
強

い
農
業
構
造
実
現
に
む
け
て
策
定
す

る
。
⑷「
実
施
隊
」に
よ
り
強
化
。

　 一 般 質 問 一 般 質 問 　

ズバリ町政を問う60分町政を問う60分
8 名登壇

一 般 質 問

○ 一般質問は、質問者が事前に提出した通告書に基づいて、一人持ち時間60分で行われます。

○ 内容は、質問者の責任において作成されたものを掲載しています。

①農業振興策について

②除染作業の推進について

問　

「
４
月
に
は
議
会
と
協
議
す
る
」

こ
の
こ
と
も
実
現
せ
ず
、
５
月
24
日

正
副
議
長
が
申
し
入
れ
た
議
会
か
ら

の
申
し
入
れ
に
も
返
答
が
な
く
、
方

向
性
は
依
然
決
ま
ら
な
い
こ
と
か
ら

次
の
５
点
を
伺
う
。

⑴ 

中
央
公
民
館
、
方
向
性
の
結
論
は
。

⑵ 

改
修
で
あ
れ
ば
建
物
の
利
活
用
は
。

⑶ 

社
会
教
育
・
社
会
体
育
の
核
と
な

る
生
涯
学
習
施
設
は
ど
こ
に
。

⑷ 

一
般
町
民
の
水
泳
を
す
る
場
が
な

い
こ
と
に
対
す
る
考
え
は
。

⑸ 

屋
内
プ
ー
ル
新
設
計
画
の
進
捗
は
。

答　

町
長　

３
月
議
会
で「
共
に
議

論
し
な
が
ら
結
論
を
出
し
た
い
」
と

答
弁
し
た
。
ま
た
、
正
副
議
長
か
ら

の
申
し
入
れ
も
あ
っ
た
が
議
会
の
総

意
と
取
ら
え
な
か
っ
た
。
こ
の
度
、

子
ど
も
元
気
復
活
交
付
金
制
度
の
通

知
が
あ
り
、
こ
れ
を
活
用
し
屋
内
運

動
施
設
と
屋
内
プ
ー
ル
を
併
せ
持
つ

施
設
を
新
設
し
た
い
。
従
っ
て
現
在

の
建
物
は
解
体
す
る
。
ま
た
社
会
教

育
施
設
は
蚕
糸
跡
地
に
、
社
会
体
育

施
設
は
現
在
地
に
整
備
す
る
。

町
の
芸
能
文
化
を

継
承
す
る
施
策
は

　

ふ
る
さ
と
学
習
の

充
実
に
努
め
る

問　

町
民
憲
章
に「
歴
史
と
伝
統
を

尊
び
、
か
お
り
高
い
文
化
の
町
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
」
と
掲
げ
ら
れ
、
総

合
計
画
に
も「
文
化
や
芸
能
に
触
れ

る
機
会
の
提
供
に
努
め
る
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
次
の
３
点
を
伺
う
。

⑴ 

震
災
後
、
各
年
代
へ
の
文
化
を
継

承
す
る
事
業
へ
の
取
り
組
み
は
。

⑵ 

幼
少
時
か
ら
本
物
に
ふ
れ
る
養
育

環
境
は
大
人
の
責
任
と
考
え
る
が
。

⑶ 

家
族
、
家
庭
か
ら
文
化
を
継
承
す

る
意
図
し
た
取
り
組
み
は
。

答　

町
長　

⑴
震
災
に
特
化
し
た
事

業
は
な
い
が
、
本
物
に
触
れ
る
機
会

を
設
定
し「
こ
お
り
キ
ッ
ズ
事
業
」等

で
取
り
組
ん
で
い
る
。
⑵
⑶
文
化
を

大
切
に
す
る
心
を
育
て
る
為
、
郷
土

学
習
を
推
進
し
具
体
的
体
験
を
通
し

て
伝
統
文
化
を
学
ん
で
い
る
。

質 問 項 目

中
央
公
民
館
の
建
物
は
ど
う
す
る

　

解
体
し
屋
内
プ
ー
ル
新
設
へ

川 名 静 子 議員

① 中央公民館の役割について

② 町の芸能文化を継承する施

策について

③ こおり男女共同参画プラン

について

除
染
作
業
の
推
進
は

　

住
宅
除
染
を年

度
内
に
完
了

問　

除
染
作
業
の
推
進
は
。

⑴ 

本
年
度
の
除
染
に
対
す
る
決
意
は
。

⑵ 

現
在
ま
で
の
発
注
状
況
は
。

⑶ 

仮
置
場
完
成
前
の
先
行
除
染
の
考

え
は
。

⑷ 

仮
置
場
設
置
に
伴
う
搬
入
路
の
整

備
方
針
は
。

答　

町
長　

⑴
住
宅
除
染
の
正
念
場

の
年
と
考
え
町
内
3
，
8
0
0
戸
の

住
宅
除
染
を
年
度
内
に
完
了
す
る
。

⑵
昨
年
度
と
合
わ
せ
約
2
，
6
0
0

戸
の
発
注
を
終
え
た
。
⑶
先
行
除
染

す
る
方
法
を
説
明
し
、
理
解
を
い
た

だ
い
た
地
区
で
先
行
除
染
を
実
施
。

⑷
２
t
ト
ラ
ッ
ク
の
搬
入
路
３
m
幅

を
確
保
。

改
定
後
の
参
画
プ
ラ
ン

の
推
進
は

　

地
域
の
指
導
者
養
成
を図

る

問　

「
こ
お
り
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
21
」、
10
年
間
の
反
省
を
踏
ま
え

３
月
改
正
さ
れ
た
そ
の
活
か
し
方
に

つ
い
て
２
点
伺
う
。

⑴
町
民
・
企
業
へ
の
周
知
は
。

⑵ 

具
体
的
な
推
進
計
画
と
事
業
展
開

は
。

答　

町
長　

⑴
改
定
版
は
す
で
に
、

関
係
者
、
事
業
者
へ
送
付
済
み
、
今

後
概
要
版
を
全
世
帯
へ
配
布
す
る
。

⑵
推
進
委
員
会
で
確
認
し
推
進
を
図

る
。
事
業
展
開
は
関
係
団
体
と
の
連

携
強
化
。
実
践
活
動
の
た
め
の
地
域

の
指
導
者
養
成
等
を
図
る
。

― ブランドを守れ ―

― 元気ハツラツ ―
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問　

行
財
政
改
革
に
関
し
所
見
伺
う
。

⑴ 

自
主
財
源
の
具
体
的
確
保
策
と
は
、

特
定
財
源
の
情
報
収
集
に
よ
る
活

用
を
図
る
べ
き
で
は
。

⑵ 

新
型
交
付
税
導
入
に
よ
る
基
準
財

政
需
要
額
が
減
少
し
、
反
面
、
臨

時
財
政
対
策
債（
赤
字
地
方
債
）が

急
激
に
増
加
し
て
い
る
が
理
由
は

何
か
、
借
入
れ
は
慎
重
に
す
べ
き

で
は
。

⑶ 

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数（
国
家
公
務

員
と
の
給
与
比
較
）
に
よ
る
、
地

方
交
付
税
額
へ
の
影
響
額
は
い
く

ら
か
。

答　

町
長　

⑴
情
報
収
集
に
よ
る
特

定
財
源
活
用
を
図
る
。
⑵
国
の
基
準

財
政
需
要
額
算
定
方
法
の
変
更
に
よ

り
大
き
く
影
響
し
た
。
⑶
試
算
で
は

地
方
交
付
税
額
が
2
，
3
0
0
万
円

程
度
減
額
と
な
る
。
職
員
給
料
は
４

月
か
ら
３
％
削
減
し
た
。

防
災
無
線
機
不
通
箇
所

の
調
査
必
要

　

再
調
査
し
、

早
期
対
応
を
図
る

問　

防
災
計
画
等
に
関
し
て
所
見
伺

う
。

⑴ 

地
域
防
災
計
画
等
の
公
表
時
期
・

周
知
策
は
。

⑵ 

防
災
無
線
設
置
に
関
す
る
問
題

点
・
課
題
は
。
無
線
機
不
通
箇
所

や
充
電
量
へ
の
対
応
を
求
め
る
。

⑶ 

町
内
活
断
層
の
実
態
調
査
に
よ
る

地
域
の
明
確
化
と
住
民
へ
の
周
知

策
を
図
る
べ
き
で
は
。

答　

町
長　

⑴
当
年
３
月
計
画
を
見

直
し
、
７
月
に
知
事
へ
報
告
後
、「
広

報
こ
お
り
」
や
Ｈ
・
Ｐ
で
町
民
へ
公

表
す
る
。
⑵
通
じ
な
い
箇
所
等
再
調

査
・
対
応
す
る
。
又
、
う
ぶ
か
の
郷

等
、
携
帯
不
通
箇
所
は
関
係
機
関
の

Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
と
協
議
し
対
応
す
る
。
⑶

地
域
防
災
計
画
の
中
で
検
討
し
た
い
。

向
川
原
地
区
へ
の

理
解
促
進
は

　

７
月
３
日
進
捗
状
況
を説

明

問　

除
染
事
業
等
に
関
し
て
所
見
伺

う
。

⑴ 

大
割
東
仮
置
場
の
進
捗
状
況
・
向

川
原
地
区
へ
の
説
明
必
要
で
は
。

⑵ 

業
務
委
託
・
仮
置
場
請
負
契
約
状

況
を
工
期
も
含
め
、
定
期
的
に
公

表
す
べ
き
で
は
。

⑶ 

各
戸
除
染
時
は
作
業
終
了
時
に
、

除
染
前
・
後
の
線
量
数
値
を
ペ
ー

パ
ー
に
明
記
し
配
布
す
べ
き
で
は
。

― 防災の要 ―

質 問 項 目

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
に
よ
る
影
響
額
は

　

地
方
交
付
税
額
２
，
3
0
0
万
円
減
額

斉 藤 　 謙 議員

① 行財政改革に関して

② 防災計画等に関して

③ 除染事業及び仮置場等に関

して

質 問 項 目

佐 藤 武 朗 議員

① 災害公営住宅の進捗状況につ

いて

② 今後の「町復興」に対する

取り組みについて

③ 今年度、新たに取り組んで

いる事業について

④住宅除染関係について

問　

建
設
は
復
興
に
向
け
て
の
大
き

な
事
業
で
あ
る
。
来
年
９
月
完
成
の

計
画
に
、
次
の
点
を
伺
う
。

⑴ 

町
の
一
等
地
へ
の
建
設
、
ど
の
よ

う
な
コ
ン
セ
プ
ト
で
計
画
か
。

⑵ 

以
前
に
示
さ
れ
た
間
取
り
に
変
更

は
な
い
か
。

⑶
完
成
時
期
は
計
画
通
り
か
。

⑷
町
の
業
者
の
参
画
は
可
能
か
。

答　

町
長　

⑴
当
該
地
周
辺
の
町

並
・
景
観
に
配
慮
し
た
２
階
建
て
木

造
。
⑵
法
令
上
の
問
題
・
駐
車
場
を

住
宅
で
は
さ
む
こ
と
の
住
宅
性
能
と

し
て
の
課
題
・
工
事
費（
コ
ス
ト
）

な
ど
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
課
題
が
生
じ

た
場
合
に
は
変
更
も
あ
り
え
る
。
⑶

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
進
捗
し
て
い
る
。

⑷
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
に
対
し
、
参
画
が

可
能
な
手
段
を
講
じ
て
要
請
し
て
い

る
。

中
央
道
イ
ン
タ
ー

周
辺
の
構
想
は

　

整
備
計
画
の
検
討
を進

め
る

問　

全
戸
除
染
後
の「
町
の
復
興
」に

対
す
る
取
り
組
み
は
。

⑴ 

東
北
中
央
道
路
の
イ
ン
タ
ー
周
辺

の
開
発
構
想
は
。

公
営
住
宅
建
設
に
町
の
業
者
は

　

参
画
が
可
能
に
な
る
よ
う
要
請

⑵ 

イ
ン
タ
ー
周
辺
の
開
発
に
は
広
範

囲
か
ら
の
集
客
力
の
あ
る
ア
ウ
ト

レ
ッ
ト
モ
ー
ル
等
の
誘
致
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

⑶ 

除
染
の
目
途
が
立
っ
た
時
点
で
の

一
番
目
の
復
興
策
は
。

⑷ 

都
市
計
画
の
見
通
し（
線
引
き
見

直
し
）は
。

答　

町
長　

⑴
イ
ン
タ
ー
周
辺
に
つ

い
て
、
新
し
い
土
地
開
発
が
期
待
さ

れ
、
雇
用
創
出
等
に
つ
な
が
る
整
備

計
画
の
検
討
。
⑵
隣
接
市
と
の
協
議

も
含
め
、
整
備
計
画
も
検
討
。
⑶
多

目
的
集
会
施
設
を
備
え
た
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
新
設
、
屋
内
プ
ー
ル
の
新

設
、
防
災
機
能
を
充
実
し
た
役
場
庁

舎
の
移
転
改
築
。
⑷
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
で
検
討
。

住
宅
耐
震
補
助
事
業
の

受
け
付
け
は

　

７
月
中
に
は
募
集
を
開
始

問　

今
年
度
新
た
に
取
り
組
む
住
宅

の
耐
震
促
進
工
事
助
成
事
業
に
つ
い

て
の
推
進
を
ど
の
よ
う
に
図
る
か
。

答　

町
長　

昨
年
ま
で
診
断
を
終
え

た
41
戸
の
方
々
が
対
象
、
今
年
度
の

診
断
を
受
け
た
方
は
来
年
度
対
象
。

除
染
作
業
に
対
策
の

違
い
は
な
い
か

　

除
染
管
理
目
標
等
に

基
づ
き
指
示

問　

除
染
を
速
や
か
に
完
了
、
復
興

へ
の
気
持
ち
の
切
り
替
え
が
必
要
。

し
か
し
除
染
に
様
々
な
意
見
も
出
て

い
る
、
次
の
点
を
伺
う
。

⑴ 

除
染
業
者
に
よ
っ
て
対
応
に
違
い

が
あ
る
と
聞
く
が
。
町
の
把
握
は
。

⑵ 

除
染
前
の
事
前
確
認
と
除
染
内
容

に
食
い
違
い
は
な
い
か
。

⑶ 

実
施
前
と
実
施
後
の
結
果
報
告
は
。

⑷ 

仮
置
き
場
の
施
工
業
者
名
が
表
記

し
て
い
な
い
現
場
が
見
受
け
ら
れ

た
。
問
題
が
発
生
し
た
場
合
の
連

絡
先
を
表
示
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

町
長　

⑴
町
が
作
成
し
た「
除

染
管
理
目
標
」、
環
境
省
の「
除
染
関

係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」、
県
の「
除
染

業
務
に
係
る
技
術
指
針
」
で
作
業
す

る
よ
う
指
示
。
⑵
除
染
対
策
支
援
事

業
組
合
の
組
合
員
が
個
別
訪
問
に
て

同
意
書
と
確
認
書
を
回
収
。
確
認
書

の
内
容
に
基
づ
き
作
業
を
実
施
。
⑶

前
・
後
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
報
告

は
、
住
宅
周
り
の
簡
易
的
な
平
面
図

に
て
、
町
内
会
長
を
通
じ
て
各
戸
に

配
布
。
⑷
そ
の
よ
う
な
現
場
は
な
い
。

― 復興に向けて早期完成を ―

　 一 般 質 問 一 般 質 問 　

答　

町
長　

⑴
４
月
９
日
県
北
地
方

振
興
局
に
仮
置
場
利
用
と
し
て
の
形

質
変
更
届
提
出
、
調
査
・
計
画
策
定

は
７
月
末
、
現
在
施
掘
及
び
ボ
ウ
リ

ン
グ
調
査
実
施
中
、
な
お
、
向
川
原

地
区
へ
は
７
月
３
日
説
明
し
理
解
求

め
る
。
⑵
今
後
、
従
来
の
内
容
に

工
期
を
含
め
、
定
期
的
に
公
表
す
る
、

⑶
町
内
会
長
を
通
じ
、
測
定
地
点
、

除
染
前
、
除
染
後
の
数
値
を
明
記
し

て
各
戸
へ
配
布
し
て
い
る
。
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問　

上
郡
地
区
用
排
水
路
整
備
工
事

に
つ
い
て
、
次
の
３
点
を
伺
う
。

⑴ 

前
年
は
、
資
材
の
手
配
遅
れ
か
ら

2
0
0
万
円
の
減
額
補
正
で
あ
っ

た
。
事
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に

も
早
期
発
注
出
来
な
い
か
を
伺
う
。

⑵ 

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
等
の
安
全
対

策
は
。

⑶ 

路
面
転
圧
等
の
構
造
的
改
良
を
す

べ
き
と
思
う
が
伺
う
。

答　

町
長　

⑴
設
計
が
で
き
次
第
、

９
月
に
は
発
注
す
る
。
⑵
施
工
後
に

つ
い
て
も
、
施
工
前
と
比
べ
て
幅
員

等
に
変
更
は
な
い
が
、
必
要
な
安
全

対
策
に
は
考
慮
す
る
。
⑶
水
路
工
事

で
道
路
工
事
で
は
な
い
、
通
り
抜
け

道
路
で
は
な
い
現
場
を
確
認
し
て
善

処
す
る
。

敷
設
替
え
工
事
、

夏
に
間
に
合
う
の
か

　

間
に
合
う
よ
う
に

工
事
進
め
て
い
る

問　

内
の
馬
場
浄
水
場
の
水
質
に
つ

い
て
次
の
２
点
を
伺
う
。

⑴ 

摺
上
ダ
ム
か
ら
の
供
給
水
を
送
水

す
る
た
め
の
工
事
は
夏
に
間
に
合

う
か
。

⑵ 

２
年
続
き
で
水
道
水
に
異
臭
が
発

生
し
た
、
今
年
も
暑
い
日
が
続
け

ば
同
様
の
事
が
心
配
さ
れ
る
が
、

対
応
を
伺
う
。

答　

町
長　

⑴
夏
に
間
に
合
わ
せ
る

よ
う
に
工
事
を
発
注
し
お
願
い
し
て

い
る
。
⑵
緊
急
水
源
と
し
て
は
、
半

田
沼
用
水
か
ら
の
取
水
や
平
沢
配
水

池
か
ら
内
の
馬
場
配
水
池
へ
の
送
水

を
考
え
て
い
る
。

仮
置
き
場
宅
地
除
染
の

早
急
な
周
知
を

　

作
業
工
程
協
議
が

整
い
次
第
周
知
す
る

問　

仮
置
き
場
工
事
及
び
宅
地
除
染

作
業
予
定
の
町
民
へ
の
周
知
を
伺
う
。

発
注
済
み
と
か
、
測
量
中
と
か
で
は

な
く
い
つ
頃
か
ら
工
事
に
入
る
の
か

知
り
た
い
。

答　

町
長　

仮
置
場
工
事
時
期
に
つ

い
て
は
、
測
量
設
計
等
の
進
捗
状
況

を
踏
ま
え
お
知
ら
せ
す
る
。
概
ね
約

３
ヶ
月
、
住
宅
除
染
に
つ
い
て
は
、

発
注
後
業
者
が
提
出
し
た
施
工
計
画

書
に
基
づ
き
、
作
業
工
程
、
作
業
ス

ト
ッ
ク
の
確
保
等
の
協
議
が
整
い
次

第
、
お
知
ら
せ
し
た
い
と
考
え
て
い

る
が
約
３
ヶ
月
か
か
る
。

Ａ
Ｄ
Ｒ
の
活
用
は

　

町
主
体
の
請
求
は
困
難
だ

問　

Ａ
Ｄ
Ｒ（
原
子
力
損
害
賠
償
紛

争
解
決
セ
ン
タ
ー
）
の
活
用
に
つ
い

て
、
町
が
主
体（
代
理
人
）と
な
っ
て

請
求
の
道
を
講
ず
る
事
に
つ
い
て
伺

う
。

― 農業を守る安全対策は ―

質 問 項 目

上
郡
用
排
水
路
工
事
の
発
注
は

　

９
月
に
は
発
注
す
る

佐 藤 榮 三 議員

① 防災基盤整備事業（上郡地区

用排水路整備工事）について

② 内の馬場浄水場の水質について

③ 仮置場工事及び宅地除染作業

予定の町民への周知について

④ ＡＤＲ（原子力損害賠償紛争解

決センター）の活用について

問　

有
事
に
備
え
、
井
戸
水
を
安
全

で
衛
生
的
な
生
活
用
水
と
し
て
登
録

し
、
給
水
確
保
が
速
や
か
に
な
る
よ

う
次
の
点
を
伺
う
。

⑴
井
戸
水
使
用
件
数
の
把
握
は
。

⑵
災
害
時
協
力
井
戸
の
リ
ス
ト
化
を
。

⑶ 

未
使
用
井
戸
を
利
活
用
す
る
場
合
、

経
費
等
を
補
助
す
る
考
え
は
。

⑷ 

指
定
避
難
所（
学
校
等
）に
井
戸
掘

削
の
考
え
は
。

⑸ 

今
後
室
内
プ
ー
ル
が
で
き
れ
ば
各

校
プ
ー
ル
を
貯
水
槽
等
に
活
用
す

る
計
画
は
。

答　

町
長　

⑴
所
有
者
リ
ス
ト
は
あ

る
が
使
用
の
有
無
や
用
途
・
飲
料
水

と
し
て
の
適
否
に
つ
い
て
は
不
明
だ
。

⑵
水
質
や
水
量
の
関
係
も
あ
り
厳
し

い
も
の
だ
が
、
事
例
を
調
査
し
検
討

す
る
。
⑶
防
災
井
戸
の
議
論
を
経
た

後
に
検
討
す
べ
き
だ
。
⑷
補
給
用
水

源
確
保
と
し
て
検
討
す
る
。
⑸
今
後

検
討
す
る
。

幼
稚
園
適
正
配
置

（
統
廃
合
）は

　

26
年
度
中
に

方
向
性
を
提
案
す
る

問　

園
児
数
の
減
少
に
伴
う
今
後
の

取
り
組
み
を
伺
う
。
同
時
に
、
小
学

校
の
児
童
数
に
及
ぶ
こ
と
か
ら
小
学

校
統
廃
合
に
つ
い
て
も
伺
う
。

⑴ 

地
区
懇
談
会
で
の
町
民
の
意
向
は
。

⑵ 「
幼
稚
園
適
正
配
置
検
討
委
員
会
」

防
災
井
戸
の
確
保
と
リ
ス
ト
化
を

　

事
例
を
調
査
し
検
討
す
る

設
置
に
よ
る
検
討
期
間
は
。

⑶ 

今
後
想
定
さ
れ
る
小
学
校
適
正
配

置
の
検
討
は
。

答　

教
育
長　

⑴
統
合
を
求
め
る
意

見
が
多
い
一
方
、
雇
用
創
出
、
宅
地

の
確
保
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に

立
っ
た
環
境
の
整
備
が
必
要
だ
と
い

う
意
見
も
あ
っ
た
。
⑵
26
年
度
中
に

方
向
性
を
提
案
し
て
い
た
だ
く
。
⑶

平
成
22
年
３
月
26
日
定
例
教
育
委
員

会
の
議
決（
今
後
複
式
学
級
が
生
じ

る
な
ど
、
適
正
な
規
模
が
維
持
で
き

な
い
よ
う
な
場
合
は
統
廃
合
に
つ
い

て
教
育
効
果
と
効
率
的
運
営
面
か
ら

多
面
的
・
総
合
的
な
検
討
を
進
め
る
）

に
基
づ
き
検
討
す
る
。

特
別
支
援
員
の

ス
キ
ル
Ｕ
Ｐ
は

　

研
修
年
３
回
開
催
・

支
援
体
制
充
実
へ

問　

町
単
独
事
業
と
し
た
特
別
支
援

教
育
支
援
員
の
配
置
状
況
と
ス
キ
ル

Ｕ
Ｐ
の
た
め
の
対
策
は
。

答　

教
育
長　

小
・
中
学
校
に
常
勤

１
人
、
醸
芳
小
支
援
学
級
に
パ
ー
ト

を
１
人
配
置
。
昨
年
心
配
し
た
欠
員

は
無
い
。
研
修
を
年
３
回（
４
・
７
・

12
月
）
開
催
し
、
各
校
全
教
職
員
に

よ
る
支
援
体
制
の
充
実
を
図
る
。

人
口
保
持
の各

種
施
策
は

　

企
業
誘
致
に
雇
用
創
出
、

宅
地
開
発
だ

問　

大
震
災
・
原
発
発
災
後
定
住
人

口
確
保
は
困
難
だ
。「
幼
稚
園
教
育

の
今
後
等
」
直
視
す
べ
き
課
題
の
中
、

よ
り
効
果
的
な
各
種
施
策
を
ど
の
よ

う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
。

答　

町
長　

国
道
４
号
線
に
設
置
さ

れ
る
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
へ
の

企
業
誘
致
に
よ
り
雇
用
の
創
出
に
努

め
、
蚕
糸
跡
地
へ
若
者
定
住
に
む
け

た
宅
地
開
発
等
を
進
め
る
。

商
工
会
館（
取
得
）

設
置
要
望
の
所
見
は

　

関
係
者
の
動
向
を

見
極
め
対
処
す
る

問　

商
工
会
よ
り
去
る
２
月
22
日
付

で
商
工
会
館（
取
得
）設
置
に
係
る
要

望
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
町
長
の
所

見
を
伺
う
。

答　

町
長　

隣
接
す
る
金
融
機
関
も

含
め
た
問
題
で
あ
り
、
関
係
者
の
動

向
を
見
極
め
な
が
ら
対
処
す
る
。

― この先、子供達の環境は ―

　 一 般 質 問 一 般 質 問 　

答　

町
長　

個
別
具
体
的
な
事
情
に

よ
り
相
当
因
果
関
係
の
あ
る
場
合
に

損
害
と
し
て
異
な
る
賠
償
額
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
町
が
主
体

（
代
理
人
）と
な
っ
て
損
害
賠
償
請
求

の
道
を
講
ず
事
は
困
難
で
あ
る
。
Ａ

Ｄ
Ｒ
へ
の
申
し
立
て
し
な
い
限
り
時

効
が
到
来
す
る
こ
と
は
必
然
で
あ
る
、

町
及
び
町
民
会
議
と
し
て
も
、
時
効

到
来
前
に
申
し
立
て
に
向
け
検
討
し

て
い
く
。

質 問 項 目

羽根田八千代 議員

①防災井戸の確保について
② 今後の幼稚園教育・小学校
教育について
③ 特別支援教育支援員の現状
と効果は
④ 人口１万３千人の回復と保
持のための各種施策は
⑤ 商工会館（取得）設置に係
る要望について
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問　

本
町
は
東
電
に
対
し
て
、
損
害

賠
償
を
直
接
請
求
し
早
期
の
支
払
い

を
求
め
て
き
た
が
、
進
展
は
な
い
。

今
後
は
精
神
的
損
害
賠
償
も
含
め
原

子
力
損
害
賠
償
紛
争
解
決
セ
ン
タ
ー

に
申
し
立
て
も
考
え
る
時
期
に
き
て

い
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

町
長　

桑
折
町
と
し
て
の
損
害

賠
償
請
求
に
つ
い
て
は
、
早
期
解
決

を
図
る
た
め
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争

解
決
セ
ン
タ
ー
に
申
し
立
て
す
る
た

め
予
算
を
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

精
神
的
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
は
、

中
間
指
針
の
改
訂
の
動
向
を
見
定
め

な
が
ら
、
放
射
能
対
策
推
進
町
民
会

議
の
中
で
検
討
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
か
ら

即
時
脱
退
を

　

交
渉
参
加
は

誠
に
遺
憾
で
あ
る

問　

ア
メ
リ
カ
と
の
事
前
協
議
で
は

コ
メ
、
乳
製
品
な
ど
重
要
農
産
物
の

関
税
で
、
保
証
を
得
る
こ
と
は
出
来

て
い
な
い
。
そ
の
一
方
、
牛
肉
、
自

動
車
、
保
険
の
３
分
野
で
ア
メ
リ
カ

の
要
求
を
丸
の
み
す
る
な
ど
、「
守

る
べ
き
も
の
は
守
る
」
と
言
う
首
相

言
明
が
虚
構
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き

り
し
た
。
公
約
違
反
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

参
加
は
撤
回
す
べ
き
で
あ
る
。
所
見

を
伺
う
。

答　

町
長　

全
国
町
村
会
は
①
交
渉

か
ら
の
早
期
脱
退
の
決
断
。
②
交
渉

継
続
の
場
合
、
国
民
へ
の
説
明
責
任
。

③
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
の
再
構
築

３
点
の
趣
旨
を
踏
ま
え
我
が
国
の
国

益
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
毅
然

と
し
て
対
応
し
強
く
求
め
て
い
る
。

関
係
機
関
、
団
体
と
の
連
携
の
強
化

を
図
る
。

甲
状
腺
検
査
の

　

体
制
構
築
を

　

県
町
村
会
は
、

国
・
県
に
要
望
し
て
い
る

問　

一
次
検
査
を
終
え
た
、
子
ど
も

か
ら
12
人
の
甲
状
腺
ガ
ン
確
認
、
又

疑
い
は
15
人
で
あ
っ
た
と
県
民
健
康

管
理
調
査
の
検
討
委
員
会
か
ら
、
結

果
が
報
告
さ
れ
た
が
、
原
発
事
故
と

の
関
連
性
が
否
定
さ
れ
る
一
方
、
発

ガ
ン
率
を
比
較
す
る
調
査
事
例
が
な

い
こ
と
か
ら
被
曝
線
量
と
の
関
連
性

を
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
さ

れ
、
子
ど
も
、
保
護
者
も
安
心
で
き

る
よ
う
長
期
的
視
野
に
立
っ
て
の
、

行
政
の
支
援
を
求
め
た
い
が
ど
う
か
。

答　

町
長　

検
討
委
員
会
の
刷
新
に

よ
り
、
市
町
村
別
や
年
齢
別
、
細
胞

診
断
後
の
デ
ー
タ
が
示
さ
れ
る
な
ど

情
報
開
示
も
大
幅
に
改
善
さ
れ
た
。

全
町
民
に
健
康
管
理
手
帳
を
配
布
さ

れ
た
の
で
長
期
的
に
管
理
を
行
な
う
。

防
火
貯
水
槽
の
除
染
は

　

先
行
除
染
実
施
に
向
け

独
自
に
検
討

問 　

⑴
防
災
行
政
無
線
体
制
が
確
立

し
た
が
、
伊
達
崎
地
区
に
お
け
る
、

不
具
合
解
消
対
策
の
進
捗
状
況
は
。

⑵ 

防
火
貯
水
槽
の
除
染
に
つ
い
て
環

境
省
で
の
交
渉
に
於
い
て
、
前
向

き
回
答
が
得
ら
れ
た
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
進
捗
状
況
は
。

質 問 項 目

公
的
な
Ａ
Ｄ
Ｒ
へ
申
し
立
て
を

　

時
効
到
来
前
に
対
応
す
る

岩 﨑 久 男 議員

① 原子力損害賠償紛争解決セ

ンターの活用について

② ＴＰＰ交渉参加問題について

③ 子どもたちの健康管理について

④安全安心なまちづくりについて

⑤除染及び仮置場について

問　

安
倍
内
閣
が
憲
法
改
正
発
議
要

件
を
３
分
の
２
以
上
か
ら
２
分
の
１

以
上
と
す
る
よ
う
憲
法
96
条
改
正
に

乗
り
出
し
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
近

代
立
憲
主
義
否
定
に
つ
な
が
る
も
の

と
し
て
こ
れ
に
賛
成
出
来
な
い
旨
態

度
表
明
を
す
べ
き
で
な
い
か
。

答　

町
長　

憲
法
は
国
の
基
本
的
な

あ
り
方
を
定
め
る
最
高
法
規
で
あ
る
。

改
正
に
あ
っ
て
は
国
会
審
議
も
国
民

投
票
も
十
分
か
つ
慎
重
な
議
論
が
尽

く
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
改
正

は
法
律
制
定
よ
り
も
厳
し
い
要
件
が

定
め
ら
れ
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
発
議
要
件
緩
和
は
国
の

基
本
的
な
あ
り
方
を
不
安
定
に
し
、

立
憲
主
義
と
基
本
的
人
権
の
立
場
に

反
す
る
も
の
と
し
て
問
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

精
神
的
損
害
賠
償
へ
の

評
価
は

　

根
拠
不
明
で
議
論
は控

え
る

問　

東
電
の「
損
害
賠
償
金
ご
請
求

の
ご
案
内
」
に
よ
れ
ば
、
自
主
避
難

等
の
対
象
区
域
に
滞
在
を
続
け
た
場

合
の
賠
償
対
象
は
、
○
正
常
な
日
常

生
活
が
阻
害
さ
れ
た
こ
と
の
精
神
的

苦
痛
及
び
、
○
放
射
線
被
曝
に
よ
る

恐
怖
や
不
安
に
よ
り
生
活
費
が
増
加

し
た
分
の
２
つ
だ
。
よ
っ
て
精
神

的
賠
償
額
は
18
才
以
下
及
び
妊
婦
に

憲
法
改
正
発
議
要
件
緩
和
反
対
を

　

要
件
緩
和
は
立
憲
主
義
に
反
す
る

あ
っ
て
は
40
万
円
、
そ
の
他
は
８
万

円
の
半
分
相
当
額
で
し
か
な
い
と
解

さ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
所
見
は
ど
う

か
。

答　

町
長　

賠
償
額
は
精
神
的
苦
痛

の
内
容
や
生
活
費
増
加
費
用
に
つ
い

て
調
査
検
討
抜
き
で
設
定
さ
れ
た
も

の
だ
。
従
っ
て
根
拠
不
明
な
賠
償
額

を
ベ
ー
ス
に
、
半
分
相
当
額
が
妥
当

か
否
か
の
議
論
に
つ
い
て
は
差
し
控

え
さ
せ
て
頂
く
。

議
会
と
協
議
し

　

方
針
決
定
の
約
束
は

　

協
議
し
な
か
っ
た
こ
と

お
詫
び
す
る

問　

中
央
公
民
館
解
体
や
む
な
し
の

方
針
は
、
３
月
定
例
会
で
議
論
と
な

り
、
町
長
は
方
針
の
再
検
討
を
言
明

し
、
議
会
と
協
議
を
し
て
方
針
を
決

め
て
い
く
と
の
答
弁
を
行
っ
て
い
る
。

そ
れ
が
い
ま
だ
実
行
に
移
さ
れ
て
お

ら
ず
、
中
央
公
民
館
を
解
体
し
た
跡

地
に
屋
内
プ
ー
ル
を
建
設
す
る
方
向

で
事
務
が
進
ん
で
い
る
の
は
ど
う
い

う
わ
け
か
。

答　

町
長　

議
会
と
協
議
を
し
な
い

ま
ま
今
日
に
至
っ
た
こ
と
は
お
詫
び

す
る
。
３
月
定
例
会
の
答
弁
に
立
ち

返
り
、
議
会
と
の
協
議
を
す
す
め
て

参
り
た
い
。

町
道
川
前
線
通
行
止
め

対
策
は

　

今
後
の
対
処
を
検
討
す
る

問　

長
期
間
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
町
道

川
前
線
は
、
藤
倉
ダ
ム
及
び
森
林
保

全
管
理
上
支
障
が
あ
る
。
常
時
通
行

可
と
ま
で
は
い
か
な
く
て
も
、
ダ
ム

管
理
及
び
森
林
所
有
者
の
求
め
に
応

じ
て
、
通
行
可
と
す
る
よ
う
対
処
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
な
お
川
前
線
に

か
か
る
地
方
交
付
税
算
定
額
は
い
か

ほ
ど
か
。

答　

町
長　

こ
の
道
路
は
藤
倉
ダ
ム

工
事
用
道
路
と
し
て
新
設
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
落
石
等
が
多
く
安
全
確
保
が

困
難
な
こ
と
か
ら
通
行
止
め
と
し
て

い
る
。
な
お
通
行
止
め
を
し
て
30
年

近
く
経
過
し
て
い
る
の
で
、
今
後
の

対
処
を
検
討
し
た
い
。
交
付
税
算
定

額
は
年
間
2
0
0
万
円
で
あ
る
。

答　

町
長　

⑴
屋
外
に
ア
ン
テ
ナ
を

設
置
し
た
こ
と
に
よ
り
解
消
で
き
た
。

⑵
福
島
環
境
再
生
事
務
所
か
ら
防
火

貯
水
槽
の
汚
染
土
砂
の
処
理
方
法
に

つ
い
て
調
査
す
る
と
回
答
が
あ
り
町

と
し
て
は
、
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
の
観
点
か
ら
早
急
に
実
施
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
先
行
除
染
実
施
に

向
け
独
自
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。

質 問 項 目

斎 藤 松 夫 議員

① 「憲法を暮らしに生かす」を町
政執行の基本と位置付けること
について

② 東京電力による自主避難区域に係
る損害賠償額への所見について
③ 中央公民館解体方針の検討経過
について

④ 山地防災、森林保全、萱尻牧野
対策について

⑤ 消費税増税と原発再稼働方針の
反対の態度表明を

　 一 般 質 問 一 般 質 問 　

― 町道としての川前線は ―
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　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 25 年度予算　　　　　　　　　　　　（単位：円）

収益的収入及び支出 資本的収入及び支出

収　　入 支　　出 収　　　入

事業収益 141,635 事業原価 141,635 資本的収入 141,635

公有地取得事業収益 26,942 公有地取得事業原価 26,942 固定資産売却代金 141,635

土地造成事業収益 114,693 土地造成事業原価 114,693 収入合計 141,635

事業外収益 5,224 附帯等事業原価 0 支　　出

受取利息 10 販売及び一般管理費 36 資本的支出 199,496

雑収益 5,214 販売及び一般管理費 36 公有地取得事業費 141,635

事業外費用 7,940 公社債償還金及び
長期借入金償還金

57,861
支払利息 7,940

収入合計 146,859 支出合計 149,611 支出合計 199,496

収益的収入支出差引額 △ 2,752

一般財団法人桑折町振興公社役員名簿

（平成 25 年 4月 1日現在）

役職名 氏名 現役・役職名

評議員 吉田　賢一 桑折町行政連絡員連合会副会長

評議員 阿部　満晴
桑折町老人クラブ連合会若手委員会委

員長

評議員 国分英利生 桑折町保護司

理　事 髙橋　宣博 桑折町長

理　事 渋谷　浩一
渋谷建設株式会社代表取締役

（桑折町商工会副会長）

理　事 関　　直彦
株式会社関メリヤス社長

（桑折町社会福祉協議会副会長）

理　事 岡崎　忠一

自営業（農業）

（総合型地域スポーツクラブマルベ

リーこおり会長）

理　事 石幡　政子 ㈶桑折町振興公社職員

監　事 長尾　吉松 桑折町会計管理者

監　事 秋山　研二 福島信用金庫桑折支店長

土 地 開 発 公 社 桑 折 町 事 務 所

町
が
出
資
し
て
い
る
法
人
の
経
営
状
況

　

工
事
請
負
契
約
１
件
、
一
般
会
計

補
正
予
算
１
件
、
専
決
処
分
２
件
、

計
４
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
原
案

通
り
可
決
・
承
認
さ
れ
た
。

新
和
町

崩
落
対
策
工
事
契
約
承
認

工
事
請
負
契
約

◇ 

議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産

の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
も
の
。

「
造
成
宅
地
滑
動
崩
落
緊
急
対
策
工

事
請
負
契
約
の
締
結
」

１
．
契
約
の
目
的

　

 

造
成
宅
地
滑
動
崩
落
緊
急
対
策
工

事
２
．
契
約
金
額

　

 

１
億
8
0
2
万
４
千
円

　
（
う
ち
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
5
1
4
万
４
千
円
）

３
．
契
約
方
法

　

条
件
付
一
般
競
争
入
札

４
．
契
約
の
相
手
方

　

住
所　

福
島
市
太
田
町
５
番
１
号

　

氏
名　

仙
建
工
業
㈱
福
島
支
店

　
　

取
締
役
支
店
長　

千
葉　

正
明

臨
時
会

待
ち
に
ま
っ
た

図
書
施
設
が

補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ

ぞ
れ
7
8
7
万
２
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
1
4
9
億
2
，
3
8
7

万
２
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

《
歳
入
の
主
な
も
の
》

○

財
政
調
整
基
金
繰
入
金

　
　
　
　
　
　
　

7
3
1
万
２
千
円

○

雑
収
入　
　
　
　
　
　
　

56
万
円

《
歳
出
の
主
な
も
の
》

○

消
防
費
・
消
防
団
運
営
費

　
　
　
　
　
　
　

1
5
6
万
２
千
円

○

教
育
費
・
施
設
管
理
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　

6
3
1
万
円

専
決
処
分

◇
条
例
の
一
部
改
正
２
件

・
桑
折
町
税
に
関
す
る
条
例

・ 

桑
折
町
国
民
健
康
保
険
税
に
関
す

る
条
例

２
件
と
も
法
改
正
に
伴
う
も
の
。　

　

工
事
請
負
契
約
１
件
。
原
案
通
り

可
決
・
承
認
さ
れ
た
。

平
沢
鷹
打
へ仮

置
場
設
置

工
事
請
負
契
約

◇ 

議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産

の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
も
の
。

「
除
染
土
砂
等
仮
置
場（
平
沢
鷹
打
）

設
置
工
事
請
負
契
約
の
締
結
」

１
．
契
約
の
目
的

　

 

除
染
土
砂
等
仮
置
場（
平
沢
鷹
打
）

設
置
工
事

２
．
契
約
金
額

　

 

１
億
5
，
6
4
5
万
円

　
（
う
ち
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
額
7
4
5
万
円
）

３
．
契
約
の
方
法

　

随
意
契
約

４
．
契
約
の
相
手
方

　

㈱
熊
谷
組
東
北
支
店

　

住
所　

 

仙
台
市
青
葉
区
上
杉
５
丁

目
３
番
36
番

　

氏
名　

㈱
熊
谷
組　

東
北
支
店

　

常
務
執
行
役
員
支
店
長　

渋
川
智

第
5
回
、4
／
26（
金
）

第
6
回
、6
／
6（
木
）

財 団 法 人 桑 折 町 振 興 公 社

　　　　　　　　平成 24 年度決算報告　　　　（単位：円）

科　　目 合　　計 一般会計 収益事業特別会計

収入の部

基本財産運用収入 6,532 6,532 0

事業収入 66,253,504 20,340,395 45,913,109

補助金等収入 9,425,000 9,425,000 0

雑収入 12,339,926 4,813,369 7,526,557

繰入金収入 3,000,586 3,000,586 0

当期収入合計 91,025,548 37,585,882 53,439,666

前期繰越収支差額 2,125,561 △ 1,445,107 3,570,668

収入合計 93,151,109 36,140,775 57,010,334

支出の部

事業費 83,849,164 33,684,248 50,164,916

管理費 1,563,546 1,563,546 0

繰入金支出 3,000,000 0 3,000,000

特定預金支出 28,000 28,000 0

当期支出合計 88,257,716 35,092,800 53,164,916

当期収支差額 2,767,832 2,493,082 274,750

次期繰越収支差額 4,893,393 1,047,975 3,845,418

　　　　　　　平成25年度収支予算書総括表　　（単位：円）

科　　目 合　　計 一般会計 収益事業特別会計

収入の部

経常収益

基本財産運用収入 15,000 15,000 0

事業収入 69,450,000 22,000,000 47,450,000

補助金等収入 9,000,000 9,000,000 0

雑収入 462,000 41,000 421,000

繰入金収入 0 0 0

経常収益計 78,927,000 31,056,000 47,871,000

支出の部

経常費用

事業費 76,530,310 30,747,310 45,783,000

管理費 1369300 1,369,300 0

繰入金支出 0 0 0

特定預金支出 0 0 0

経常費用計 77,899,610 32,116,610 45,783,000

当期経常増減額 1,027,390 △ 1,060,610 2,088,000

正味財産期末残高 35,963,390 29,254,390 6,715,000

　　　　　　　　貸借対照表総括表　　　（単位：円）

科目 合　　計 一般会計 収益事業特会

資産の部

流動資産合計 9,780,484 2,627,903 7,152,581

固定資産合計 34,679,834 34,257,645 422,189

資産合計 44,460,318 36,885,548 7,574,770

負債の部

流動負債合計 7574418 3199878 4,374,540

正味財産合計 36,885,900 33,685,670 3,200,230

負債及び正味財産合計 44,460,318 36,885,548 7,574,770

平成 24 年度主な事業状況

公益事業

区分 平成 24 年 前　　年 増　　減

ホタル発生数（匹） 2,776 7,068 △ 4,292

来場者数（人） 3,626 2,876 750

大人 2,792 2,251 541

子供 834 625 209

　　　　　　　　　主な収益事業　　　　（単位：円）

区分 平成 24 年 前　　年 増　　減

①食堂営業

売上 12,049,555 10,629,245 1,420,310

宴会 15,787,095 11,050,293 4,736,802

飲物 4,560,195 2,968,330 1,591,865

計 32,396,845 24,647,868 7,748,977

区分 平成 24 年 前　　年 増　　減

◇新規事業

・社協地域サロン事業

弁当売上 413,510 － 413,510

入浴料 76,000 － 76,000

・おせち料理販売 600,000 － 600,000

②自動販売機

売上 640,222 559,609 80,613

③地場産品・土産品等

販売額 6,545,734 7,142,302 △ 596,568

うち農産物等直売 1,931,664 1,942,403 △ 10,739

施設の運営管理業務受託事業

区分 平成 24 年 前　　年 増　　減

①町民研修センター運営管理業務

営業日数（日） 338 308 30

宿泊人数（人） 1,898 502 1,396

大人 1,759 482 1,277

小人 139 20 119

宿泊料収入（円） 6,917,000 1,843,300 5,073,700

部屋使用件数（件） 207 222 △ 15

部屋使用収入（円） 649,925 777,325 △ 127,400

入湯人数（人） 40,641 34,810 5,831

浴場使用料収入（円） 12,980,920 10,976,950 2,003,970

入湯税納入額（円） 6,901,500 5,113,800 977,700

　　　　　　　　　　　　　　　平成 24 年度貸借対照表　　　　　　　　　　（単位：円）

資産の部 負債の部 資本の部

流動資産 流動負債 基本金 550,000

現金及び預金 110,166,830 未払金 0 準備金

未収金 380,694,440 短期借入金 0 前期繰越準備金 4,389,949

公有用地 26,942,099 流動負債合計 0 当期利益 12,600,489

完成土地等 307,414,435 固定負債 準備金合計 16,990,438

開発中土地 0 長期借入金 807,694,440 資本金合計 17,540,438

流動資産合計 825,217,804 固定負債合計 807,694,440

固定資産

有形固定資産 17,074

投資その他の資産 0

固定資産合計 17,074

資産合計 825,234,878 負債合計 807,694,440 負債資本合計 825,234,878

  平成 24年度損益計算書　（単位：円）

項　　目 金　　額

事業収益 0

事業原価 0

事業総利益 0

販売費及び一般管理費 42,620

事業損失 42,620

事業外収益

受取利息 19,733

雑収益 12,623,376

事業外費用

支払利息 0

経常利益 12,600,489

特別損失 0

当期純利益 12,600,489

当期利益 12,600,489
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一　部　事　務　組　合　議　会　報　告
【伊達地方衛生処理組合】　選出議員　佐藤榮三・川名静子。

　去る3月29日第1回定例会が開催され、専決処分報告1件、専決処分承認1件、補正予算3件、当初予算3件、

計8件議案提出され、全て全会一致で承認されました。主な概要は次の通りです。

【概要説明】…25年度予算

　　「一般会計」　 歳入歳出予算総額5,860万円、前年度対比220万円、3.9%増、主な内訳、歳入では分賦金

5,645万円、前年度対比181万円増、歳出では総務費5,728万円、前年度対比220万円増、

となりました。

　　「し尿処理」　 歳入歳出予算総額3億3,400万円、前年度対比740万円、2.3%増、主な内訳、歳入では分

賦金2億7,200万円、前年度対比272万円減、繰入金6,072万円、前年度対比998万円、歳

出では衛生費1億5,623万円、前年度対比757万円増、基金費3,861万円、前年度対比17万

円減となった。

　　「ごみ処理」　 歳入歳出予算総額6億4,400万円、前年度対比7億490万円、52.3%減、主な内訳、歳入で

は分賦金3億6,494万円、前年度対比3,326万円減、国庫支出金6,857万円、前年度対比5

億1,475万円、諸収入3,243万円、前年対比2,674万円増、歳出では衛生費5億9,036万円、

前年度対比6億1,869万円減、基金費1,439万円、前年度対比721万円減、公債費3,633万、

前年度対比7,898万円減となりました。

【公立藤田病院組合】　選出議員　渡邊英直・斉藤謙・羽根田八千代・平井國雄。

　去る3月27日第1回定例会が開催され、補正予算1件、当初予算、計2件議案提出され、全て全会一致で

承認されました。主な概要は次の通りです。

【概要説明】…25年度予算

　「業務量」

　　　 病床数　311床(一般299床、結核12床)、年間患者数　入院92,345人(一般91,250人、結核1,095人)、

外来170,800人

　　　1日平均患者数　入院253人(一般250人、結核3人)、外来700人。　

　　「収益的収支」 では、病院事業収益58億3,602万円、病院事業費用58億3,602万円で差引0円、収益的

収支予算額は前年度対比1億7,955万円、3.2%増となりました。

　　「資本的収支」 では、収入は出資金1億8,641万円(前年度対比372万円増)、支出は建設改良費2億円、

企業債償還金3億470万円(前年度対比422万円増)。建設改良費は、血管撮影装置等の高

額医療機器備品購入費として計上した。資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額

3億1,829万円は過年度損益留保資金で補填することになりました。

　○ 特記事項として、初期研修医が4月から2年次1名を含む4名となった。24年度の収支は23年度に続き

黒字が見込まれる。要因は4月に実施された診療報酬改定によることがプラスに働いたことと院長は

じめ役職員の改革プランに基づいた日頃の取組み姿勢の結果と思料されます。

【収益的収入及び支出】　　　　　　　　　　　　　　　　【資本的収入及び支出】　　　　　　　　　　　単位：千円

収　　　　入 収　　　　入

区　分 H25年度予算 前年度 前年度対比 増減率 区　分 H25年度予算 前年度 前年度対比 増減率

病院事業収益 5,836,028 5,656,475 179,553 3.1% 資本的収入及び支出 186,416 182,688 3,728 2.0%

医 業 収 益 5,460,590 5,283,456 177,134 3.2% 出　資　金 186,415 182,687 3,728 2.0%

医業外収益 375,438 373,019 2,419 0.6% 国（県）補助金 1 1 0 0.0%

支　　　　出 支　　　　出

区　分 H25年度予算 前年度 前年度対比 増減率 区　分 H25年度予算 前年度 前年度対比 増減率

病院事業費用 5,836,028 5,656,475 179,553 3.1% 資本的支出 504,707 500,481 4,226 0.8%

医 業 費 用 5,690,022 5,504,375 185,647 3.3% 建設改良費 200,000 200,000 0 0.0%

医業外費用 136,067 140,294 △ 4,227 △ 3.1% 企業債償還金 304,707 300,481 4,226 1.4%

病院組合費 2,768 2,783 △ 15 △ 0.5%

特 別 損 失 2,500 2,500 0 0.0%

予　備　費 4,671 6,523 △ 1,852 △ 39.6%

資本的収入額が資本的支出額に不足する額 318,291 千円は、過年度分損益勘定留保資金で補填する。千円未満は四捨五入。

【一般会計】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

歳　　　　入 歳　　　　出

区　分 H25年度予算 前年度 前年度対比 増減率 区　分 H25年度予算 前年度 前年度対比 増減率

分賦金 56,454 54,642 1,812 3.2％ 議会費 917 920 △ 3 △ 0.3％

財産収入 1 2 △ 1 △100.0％ 総務費 57,283 55,080 2,203 3.8％

繰入金 1,900 1,500 400 21.1％ 予備費 400 400 0 0.0％

繰越金 200 200 0 0.0％

諸収入 45 56 △ 11 △ 24.4％

合　計 58,600 56,400 2,200 3.8％ 合　計 58,600 56,400 2,200 3.8％

歳入歳出差引額 518 千円、千円未満四捨五入

【ごみ処理事業特別会計】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

歳　　　　入 歳　　　　出

区　分 H25年度予算 前年度 前年度対比 増減率 区　分 H25年度予算 前年度 前年度対比 増減率

分　賦　金 364,948 398,210 △ 33,262 △ 9.1% 衛生費 590,367 1,209,064 △618,697 △104.8%

使用料・手数料 135,219 122,719 12,500 9.2% 基金費 14,399 21,617 △ 7,218 △ 50.1%

国庫支出金 68,576 583,331 △514,755 △750.6% 公債費 36,334 115,319 △ 78,985 △217.4%

財 産 収 入 39,125 38,219 906 2.3% 予備費 3,000 3,000 0 0.0%

繰　入　金 2,300 53,929 △ 51,629 △2244.7%

繰　越　金 1,500 1,500 0 0.0%

諸　収　入 32,432 5,692 26,740 82.4%

組　合　債 0 145,400 △145,400 ー

合　計 644,100 1,349,000 △704,900 △109.4% 合　計 644,100 1,349,000 △704,900 △109.4%

【し尿処理事業特別会計】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

歳　　　　入 歳　　　出

区　分 H25年度予算 前年度 前年度対比 増減率 区　分 H25年度予算 前年度 前年度対比 増減率

分　賦　金 272,008 274,730 △ 2,722 △ 1.0% 衛生費 156,238 148,668 7,570 4.8%

使用料・手数料 4 84 △ 80 △2000.0% 基金費 38,610 38,780 △ 170 △ 0.4%

財 産 収 入 45 77 △ 32 △ 71.1% 公債費 138,652 138,652 0 0.0%

繰　入　金 60,722 50,736 9,986 16.4% 予備費 500 500 0 0.0%

繰　越　金 300 300 0 0.0%

諸　収　入 921 673 248 26.9%

合　計 334,000 326,600 7,400 2.2% 合　計 334,000 326,600 7,400 2.2%
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【水道用水供給企業団】　選出議員　半澤議長

【概要説明】…議案3件提出され、全て承認されました。

　　議案第１号　 24年度補正予算、収益的収支は、収入で東京電力から原子力損害賠償金として、雑収益

1,305万円増、維持管理業務委託、監視制御設備点検業務委託、自家用電気工作物保安管

理業務委託の３件を24年度の債務負担行為としての予算措置等を行いました。

　　議案第２号　 平成25年度予算、年間総給水量4,023万4,350㎥とし、収益的収入及び支出予定額は、資

本的収入額81万円、資本的支出額18億7,915万円とした。資本的収入額が資本的支出額

に対し不足する額18億7,915万円は、過年度分損益勘定留保資金18億7,275万円及び過年

度分消費税資本的収支調整額639万円で補填することになりました。

　　議案第３号　 水道水供給事業の布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基

準に関する条例について、水道法の一部改正に伴い、これまで法令で規定されていた基準

について、水道事業者が地方公共団体である場合、条例で定めることとなり、条例化しま

した。

【収益的収入及び支出】　　　　　　　　　　　　　　　　【資本的収入及び支出】　　　　　　　　　　　単位：千円

収　　　　入 収　　　　入

区　分 H25年度予算 前年度 前年度対比 増減率 区　分 H25年度予算 前年度 前年度対比 増減率

水道用水供給事業 3,759,839 3,716,428 43,411 1.2% 資本的収入 819 463 356 43.5％

営 業 収 益 3,743,048 3,714,550 28,498 0.8% 負　担　金 819 463 356 43.5％

営業外収益 16,791 1,878 14,913 88.8% 固定資産売却代金 0 0 0 0.0％

支　　　　出 支　　　　出

区　分 H25年度予算 前年度 前年度対比 増減率 区　分 H25年度予算 前年度 前年度対比 増減率

水道用水供給事業 3,828,239 3,884,456 △ 56,217 △ 1.5% 資本的支出 1,879,971 1,743,998 135,973 7.2％

営 業 費 用 3,111,772 3,128,111 △ 16,339 △ 0.5% 建設改良費 234,414 92,660 141,754 60.5％

営業外費用 716,367 756,245 △ 39,878 △ 5.6% 企業債償還金 1,645,457 1,608,898 36,559 2.2％

予　備　費 100 100 0 0.0% 予　備　費 100 100 0 0.0％

資本的収入額が資本的支出額に不足する額 1,879,152 千円は、過年度分損益勘定留保資金 1,872,753 千円及
び過年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 6,399 千円で補填するものとする。

桑折町の一部事務組合への
平成 25年度負担金予算額対平成 24年度決算額対比表 単位：千円

区　　　分 内　訳 平成 25 年度予算額 平成 24 年度決算額 増減額 増減率

伊 達 地 方

衛 生 処 理 組 合

一般会計 679 万 0千円 587 万 3千円 91 万 7千円 1.4%

ごみ処理 4,070 万 7 千円 4,455 万 1 千円 △ 384 万 4千円 △ 9.4%

し尿処理 2,333 万 9 千円 1,887 万 5 千円 446 万 4千円 19.1%

計 7,083 万 6 千円 6,929 万 9 千円 153 万 7千円 2.2%

公立藤田病院組合

特別交付税分 1,654 万 6 千円 1,630 万 0 千円 246 千円 0.4%

一般会計 5,200 万 0 千円 5,200 万 0 千円 0千円 0.0%

計 6,854 万 6 千円 6,830 万 0 千円 246 千円 0.4%

伊達地方消防組合 一般会計 1億 6,755 万 0 千円 1億 6,592 万 5 千円 162 万 5千円 1.0%

合　　　計 3億 693 万 2千円 3億 352 万 4千円 340 万 8千円 1.1%
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【伊達地方消防組合】　　選出議員　佐藤武朗・原　賢志。

　去る3月27日第1回定例会が開催され、報告1件、補正予算1件、当初予算、計3件議案提出され、全て全

会一致で承認されました。主な概要は次の通りです。

【概要説明】…25年度予算

　歳入歳出総額17億3,400万円、前年度対比2億700万円、11.9%増、主な内訳、歳入では分担金等14億4,430

万円、前年度対比0万円、繰入金1,980万円、前年度対比1,980万円増、県支出金1,450万円、前年対比△

150万円減、組合債2億3,470万円、前年度対比1億8,360万円増、歳出では、総務費4,571万円、前年度対比

991万円増、消防費16億4,751万円、前年度対比1億9,249万円増、公債費3,553万、前年度対比447万円増、

予備費397万円、前年度対比10万円となりました。

○その他

　専決処分報告…組合所有の化学消防車の損壊事件について、損害の全額を相手方負担にて和解しました。

　24年度一般会計補正予算…歳入歳出それぞれ610万円追加し、総額15億7,841万円となりました。

単位：千円

歳　　　　入 歳　　　　出

区　分 H25年度予算 前年度 前年度対比 増減率 区　分 H25年度予算 前年度 前年度対比 増減率

分担金・負担金 1,444,300 1,444,300 0 0.0% 議会費 1,253 1,248 5 0.4%

使用料・手数料 723 723 0 0.0% 総務費 45,719 35,806 9,913 21.7%

国・県支出金 14,500 16,000 △ 1,500 △ 10.3% 消防費 1,647,516 1,455,017 192,499 11.7%

財 産 収 入 101 26 75 74.3% 公債費 35,534 31,056 4,478 12.6%

寄　附　金 1 1 0 0.0% 予備費 3,978 3,873 105 2.6%

繰　入　金 19,800 0 19,800 100.0%

繰　越　金 3,000 3,000 0 0.0%

諸　収　入 16,875 11,850 5,025 29.8%

組　合　債 234,700 51,100 183,600 78.2%

合　計 1,734,000 1,527,000 147,985 8.5% 合　計 1,734,000 1,527,000 207,000 11.9%
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又
、
県
内
町
村
議
会
だ
よ
り
８
誌

の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
発
行
目
的
に

添
っ
た
企
画
・
編
集
か
、
読
み
や
す

い
か
、
わ
か
り
や
す
い
か
等
、
編
集

技
術
を
事
例
に
基
づ
き
指
導
を
受
け

た
。

　

研
修
の
成
果
が
み
え
る
よ
う
、
今

回
の
議
会
だ
よ
り
か
ら
、
住
民
と
の

情
報
共
有
を
よ
り
図
ら
れ
る
紙
面
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

平
成
25
年
度
町
村
議
会
広
報
研
修

会
が
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
に

て
、
開
催
さ
れ
た
。

「
伝
え
る
広
報
」か
ら「
伝
わ
る
広
報
」

へ―
議
会
報
の
基
本
と
編
集
技
術
―
に

つ
い
て
、
芳
野
政
明
氏
（
広
報
・
編

集
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）
の
講
義
を
受

け
た
。

◆
◆ 

「
伝
え
る
」か
ら

　

「
伝
わ
る
」広
報
へ 

◆
◆

〝
議
会
が
見
え
る
〞
編
集
技
術
を
学
ぶ
（
広
報
研
修
）

取
り
組
む
べ
き
か
〝
通
年
議
会
〞

  

政
務
調
査
会

―
 

研
修
会
・
先
進
地
視
察
を
実
施 ―

※
通
年
議
会
と
は

　

① 

定
例
会
の
回
数
を
年
１
回
、
会

期
を
１
年
間
と
す
る
も
の
。
し

か
し
１
年
中
本
会
議
を
行
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
議
長
判

断
で
本
会
議
開
催
。

　

② 

非
常
時
に
即
対
応

　

③ 

「
緊
急
性
を
要
し
て
議
会
を
招

集
す
る
時
間
的
余
裕
が
な
い
」

理
由
で
の
専
決
処
分
が
な
く
な

る
。

認
識
を
高
め
た

　
　
　
　

研
修
会

　

去
る
５
月
15
日
、
議
場
を
会
場

に
「
通
年
議
会
」
を
中
心
に
、
討
論

や
議
事
進
行
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
、

議
会
運
営
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
る

福
島
県
町
村
議
会
議
長
会
総
括
参
事

兼
業
務
課
長
の
吾
妻
邦
博
氏
を
講
師

に
迎
え
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　

特
に
「
通
年
議
会
」
に
関
し
て
は
、

そ
の
概
要
や
導
入
す
る
際
の
メ
リ
ッ

ト
は
何
か
。
さ
ら
に
は
、
導
入
に
当

た
っ
て
の
条
例
改
正
や
要
綱
制
定
等

に
つ
い
て
詳
細
に
わ
た
り
説
明
を
受

け
、
後
に
意
見
交
換
・
質
疑
応
答
を

行
な
っ
た
。

議会活動状況報告　平成25年３月定例会以降

年 月 日 活　動　状　況

25 3 4 全員協議会

定例会本会議

常任委員会

5 全員協議会

定例会本会議

7 全員協議会

定例会本会議

8 全員協議会

定例会本会議

11 全員協議会

定例会本会議

12 全員協議会

定例会本会議

14 全員協議会

定例会本会議

15 全員協議会

定例会本会議

19 全員協議会

定例会本会議

21 例月出納検査

26 広報委員会

27 伊達地方消防組合議会全員協議会

伊達地方消防組合議会定例会

公立藤田病院組合議会全員協議会

公立藤田病院組合議会定例会

28 議会運営委員会

全員協議会

第４回臨時会本会議

29 伊達地方衛生処理組合議会全員協議会

伊達地方衛生処理組合議会定例会

年 月 日 活　動　状　況

25 4 2 広報委員会

5 広報委員会

9 広報委員会

10 全員協議会

16 議会運営委員会

政務調査会役員会

24 震災復興調査特別委員会現地視察（仮置場・除染作業）

震災復興調査特別委員会

25 例月出納検査、現地調査

26 議会運営委員会

全員協議会

第５回臨時会本会議

5 9 全員協議会

議会運営委員会

10 伊達郡町村議会議長・副議長及び事務局長会議

15 総務文教厚生常任委員会

政務調査会研修会

19 議会報告会（桑折、睦合地区）

23 全員協議会

24 産業建設水道常任委員会

26 議会報告会（伊達崎、半田地区）

27 例月出納検査

28 全国町村議会議長副議長研修会

29 全国町村議会議長副議長研修会

31 政務調査会視察研修（宮城県蔵王町議会）

6 5 議会運営委員会

6 全員協議会

第６回臨時会本会議

福島県町村議会議長会定期総会

11 議会運営委員会

　

緊
張
感
た
だ
よ
う
中
、
専
用
移
動

用
バ
ス
に
乗
換
え
、
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

を
出
発
し
て
か
ら
約
40
分
後
、
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
入
退
域
管
理
棟

に
て
、
防
護
品
を
装
備
着
用
（
靴

カ
バ
ー
、
綿
手
袋
、
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
、

サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク
）
し
、
免
震
重

要
棟
や
現
場
を
視
察
し
た
。

　

免
震
重
要
棟
は
24
時
間
体
制
で
管

理
さ
れ
、
常
に
3
0
0
人
、
夜
間

で
も
80
人
は
勤
務
し
て
い
る
。
一
方
、

現
場
は
、
1
日
3
，
0
0
0
人
の

作
業
員
が
活
動
し
、
使
用
済
核
燃
料

の
移
動
や
汚
染
水
処
理
対
策
に
あ

た
っ
て
い
る
。

　

1
，
3
0
0
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ

ル
ト
と
高
線
量
の
３
号
機
周
辺
で
は
、

壊
れ
た
車
両
や
が
れ
き
等
当
時
の

生
々
し
さ
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
。〝
収

束
宣
言
〞
な
ど
現
場
を
視
た
者
に

と
っ
て
、
あ
り
え
な
い
言
葉
だ
。
対

策
に
全
力
を
。
と
一
同
の
思
い
は
同

じ
だ
。

　

専
用
構
内
用
バ
ス
で
視
察
で
き
る

の
は
、
国
会
議
員
の
一
部
、
県
会
議

員
、
県
内
市
町
村
議
会
議
員
及
び
県

内
自
治
体
関
係
者
と
限
ら
れ
て
い
る

現
在
だ
が
、
視
察
し
た
者
が
、
し
っ

か
り
と
情
報
を
伝
え
る
責
務
が
あ
る

と
痛
感
し
た
。

　

移
動
用
バ
ス
で
１
号
機
か
ら
４
号

機
を
は
じ
め
周
辺
の
説
明
を
受
け
、

降
車
後
の
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
チ
ェ
ッ
ク

に
至
る
ま
で
の
わ
ず
か
な
体
験
で
も

痛
恨
の
極
み
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
世
界
一
過
酷
な
現
場
と
も

言
わ
れ
る
作
業
に
労
働
者
の
健
康
が

懸
念
さ
れ
る
。

　

次
に
、
浪
江
町
内
の
現
状
も
視
察

し
た
。
大
地
震
か
ら
２
年
４
ヶ
月
が

過
ぎ
た
今
な
お
、〝
あ
の
日
〞
の
ま

ま
で
あ
る
。
田
畑
に
船
が
、
車
が
…
。

変
っ
た
と
い
え
ば
、
一
面
雑
草
に
お

お
わ
れ
、
無
常
に
も
時
の
流
れ
を
感

じ
、
い
い
し
れ
ぬ
想
い
を
胸
に
し
た
。

浪
江
町
の
方
々
の
１
日
で
も
早
い
帰

町
を
願
う
。

原
発
・
被
災
地
は
い
ま

原
発
・
被
災
地
は
い
ま  

7/167/16

震
災
復
興
調
査
特
別
委
員
会

＝
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
・
浪
江
町
視
察
＝

― 前列で意欲的に―

7
1

蔵
王
町
議
会

　
　
　
　
　

視
察

　

通
年
議
会
等
の
研
修
会
を
開
催
し

て
半
月
後
の
５
月
31
日
、「
通
年
議

会
」「
議
会
基
本
条
例
の
運
用
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
先
進
地
で
あ
る

宮
城
県
蔵
王
町
議
会
を
視
察
し
た
。

当
日
は
沖
縄
県
の
座
間
味
村
議
会
と

の
合
同
で
の
視
察
。

　

蔵
王
町
議
会
の
議
会
運
営
委
員
長

か
ら
全
国
の
市
町
村
議
会
で
２
番
目

（
１
番
目
は
北
海
道
白
老
町
）
に
通

年
議
会
制
度
を
導
入
し
た
経
過
や
そ

の
内
容
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
ま

た
、
議
会
基
本
条
例
に
関
し
て
は
、

議
会
報
告
会
開
催
の
あ
り
方
や
討
論

３
回
の
制
度
の
導
入
な
ど
先
進
地
な

ら
で
は
の
事
例
の
数
々
に
質
疑
応
答

が
続
い
た
。

　

今
後
、
議
会
で
は
、
蔵
王
町
の
視

察
研
修
や
研
修
会
を
参
考
に
、「
通

年
議
会
」
に
つ
い
て
は
情
報
収
集
等

さ
ら
な
る
検
討
を
、
ま
た
議
会
基
本

条
例
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
蔵
王
町

の
事
例
等
を
参
考
に
改
善
を
図
り
た

い
。

5
15

5
31
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席聴傍

編　集　後　記

　日の光まぶしい季節です。天皇・皇后両
陛下行幸に町は〝復興〟のきざしを増し、
「献上桃の郷 20 年」にふさわしく、より一
層活気があふれる契機にしなければと、願
います。
　一方、原発の現地視察をした議会では、
更なる課題へと緊張感が高まり、町民の実
態把握とタイムリーな情報の共有に努め
なければならないと痛感しました。
　今回の「だより」は、編集委員の〝熱〟が
はいり、発行も早まりました。
　いずれにしても、次世代への継承のため
に除染作業の早期進行を…。

羽根田八千代

http://www.town.koori.fukushima.jp

～ 無 垢 ～

委 員 長　川　名　静　子

副委員長　羽根田　八千代

委員　斉　藤　　　謙

委員　佐　藤　武　朗

委員　岩　﨑　久　男
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力
合
せ

「
桃
産
地
」
を
守
ろ
う

　

町
議
会
６
月
定
例
会
で
、
私
達
が

提
出
し
て
い
た「
伊
達
地
方
衛
生
処

理
組
合
埋
立
地（
最
終
処
分
地
）候
補

地
の
白
紙
撤
回
の
意
見
書
提
出
を
求

め
る
請
願
」が
審
議
さ
れ
る
。

　

ま
ず
委
員
会
で
審
議
。
そ
の
場
で

私
達
請
願
者
の
意
見
を
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
そ
の
後
審
議
の
結
果
、

全
員
賛
成
で
意
見
書
が
本
会
議
に
提

案
さ
れ
、
本
会
議
で
は
原
案
の
と
お

り
決
定
さ
れ
て
、
意
見
書
は
、
管
理

者
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

伊
達
崎
地
区
に
あ
る
処
理
施
設
の

西
側
に
設
置
予
定
の
４
７
，
0
0
0

㎡
の
土
地
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
農

地
に
戻
せ
な
い
。

　

こ
れ
を
危
惧
す
る
伊
達
崎
地
区
の

町
内
会
長
会
、
農
事
組
合
、
Ｊ
Ａ
伊

達
み
ら
い
及
び
伊
達
果
実
農
協
の
各

生
産
会
の
願
い
が
、
町
議
会
全
員
一

致
で
決
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
会
初
日
に
は
、
町
長
か
ら
20
回

連
続
で
献
上
も
も
に
選
定
さ
れ
た
と

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
風
評
被
害
を
乗
り
越
え
て
、

全
国
各
地
に
桑
折
の
も
も
が
、
届
け

ら
れ
る
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

「
甘
く
て
う
ま
い
も
も
」の
桃
源
郷

が
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
力
で
さ
さ
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
町
、
議
会
、
農
委
、
関
係

農
協
、
生
産
者
な
ど
が
協
力
し
て
、

も
も
の
産
地
を
守
る
た
め
に
意
を
強

く
し
た
一
日
で
し
た
。

伊
達
崎　

岡
﨑　

勝
男

議
会
を
傍
聴
し
て

　

知
人
に
誘
わ
れ
議
会
を
傍
聴
し
た
。

モ
ニ
タ
ー
で
見
る
こ
と
は
あ
っ
た
が

傍
聴
す
る
の
は
初
め
て
で
し
た
。
二

の
足
を
ふ
ん
で
い
た
の
は
、
手
続
が

も
っ
と
面
倒
な
の
か
と
思
っ
て
い
た

か
ら
で
す
。
と
て
も
簡
単
で
し
た
。

　

議
場
内
の
雰
囲
気
は
意
外
と
柔
ら

か
く
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
状
態
で
傍
聴

出
来
ま
し
た
。

　

私
達
が
選
ん
だ
議
員
が
真
剣
に
討

論
し
て
い
る
様
子
に
、
も
っ
と
も
っ

と
議
会
等
に
関
心
を
持
つ
べ
き
だ
と

思
っ
た
。

　

用
事
が
あ
っ
て
、
短
時
間
の
傍
聴

で
は
あ
っ
た
が
、
機
会
が
あ
っ
た
ら

又
傍
聴
し
た
い
と
思
っ
た
。

半
田　

Y
・
S


